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ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ア
ー
ト
な

越
川
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国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ
ス
に
、
白
い
小
さ
な
花

が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
場
所
は
、
木
野
目
北
交
差

点
か
ら
川
越
警
察
署
入い

り

口ぐ
ち

交
差
点
に
か
け
て
の
、

車
道
と
歩
道
を
区
切
る
植
え
込
み
で
す
。

こ
の
花
は
、
ア
ベ
リ
ア
。
排
ガ
ス
に
強
い
特
性

が
あ
り
、
道
路
や
公
園
の
植
え
込
み
・
生
け
垣
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
六
月
か
ら
十
一
月
ご
ろ

ま
で
、
次
々
と
二
セ
ン
チ
く
ら
い
の
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
花
の
根
元
の
部
分
は
、
少
し
赤
く
色
づ
い

て
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
は
、
車
で
通
り
す
ぎ
て
し
ま
う
場
所
。

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
る
と
、
小
さ
な
発
見
が
あ
り

ま
し
た
。
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編集後記

広報川越の編集に携わって５年目

になりました。「少しは文章が書け

るようになってきたかな」、などと

思うこともありますが、まだまだ努

力が必要です$今までに、全国の広

報担当者と交流する機会が何度かあ

りました。知り合いになった方とは、

Ｅメールや電話で情報交換をしてい

ます。でも、実際に会って話をする

のは、年に１回あるかどうか……。

ところが先日、中国地方の市の元広

報担当者が、カメラ片手に突然訪ね

てきました。久しぶりの再会を祝い

ながらも、話題は自然と広報の話に

なっていきます。編集用ソフトの話

やカメラの話……。いまだに冷めな

い、広報に対する熱意が伝わってき

ます。お互いに時間がなく、１時間

ほどしか話はできませんでしたが、

突然プレゼントをもらったような楽

しいひとときでした。（YA）

も
う
す
ぐ
、
川
越
ま
つ
り
。
祭
り
に
ち
な
ん
だ
物
を
探
そ
う
と
、

市
内
に
出
か
け
ま
し
た
。

す
る
と
、
松ま

つ

江え

町
ち
ょ
う

交
差
点
に
あ
る
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
、
丸
く

平
た
い
物
を
発
見
。
近
づ
い
て
み
る
と
、
川
越
ま
つ
り
の
山
車
の
車

輪
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
に
固
く
、
大
き
さ

は
、
実
際
の
山
車
の
車
輪
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
で
す
。
比
べ
て
み
る
と
、

同
交
差
点
近
く
の
松
江
町
二
丁
目
や
連れ

ん

雀
じ
ゃ
く

町
ち
ょ
う

の
山
車
の
車
輪
と
似

た
感
じ
が
し
ま
す
。

こ
と
し
の
川
越
ま
つ
り
は
、
十
月
十
八

日
析
・
十
九
日
隻
に
行
わ
れ
ま
す
。
川
越

ま
つ
り
当
日
は
、
同
交
差
点
を
、
山
車
が

通
り
ま
す
。近
く
の
連
雀
町
交
差
点
で
は
、

曳ひ

っ
か
わ
せ
も
行
わ
れ
ま
す
。
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
に
は
ト
イ
レ
と
あ
ず
ま
や
が
あ

り
、
ま
つ
り
見
物
で
疲
れ
た
足
を
休
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

連
雀
町

松
江
町

ポケット
パーク

作品位置

至本川越駅

至市役所

 県道川越日
高線

観光サインの下に車輪があります

ア
ベ
リ
ア


